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最近，ディジタルトランスフォーメーション（DX）な
ど，ディジタリゼーションが，バズワードになっている
が，過去にもエレクトロニクス技術，特に IT技術の発展
に伴い，アナログデータをディジタルデータに変換し，
コンピュータを利用した機器や設備の自動化や業務プロ
セスの合理化など，様々なディジタル化したシステムを
実現してきた．そして，現代の社会における私たちの生
活や仕事の色々な場面で使うインフラは，既に，様々な
機能をディジタル化したシステムで成り立っている．
しかし，近年，IT技術の更なる進化は，大量のデー

タを高速で処理できるコンピューティング技術を生み出
し，深層学習などのAIを含めた新たなディジタル技術，
ツール，モバイル，クラウド，ネットワーク等のデバイ
スの進化を促しながら，現場のリアルデータを用いて，
人の暗黙知を含む業務プロセスの自動化や人間の能力を
遥かに超える処理能力での分析・解析，企画・意思決定
など，従来業務の革新を可能にした．つまり，現在，進
んでいるディジタル化は，過去には不可能であった現場
のリアルデータを活用して各種プロセスモデルの変革を
実現する「データドリブン」と言われるシステム化であ
る．今後，モノを繋ぐインターネットである IoTシステ
ム，分散型台帳と言われるブロックチェーンなどを用い
て，複数のシステムを統合する SoS (System of Systems)
も実現し，実際の現場のヒト，モノ，カネ（価値）に関
連する様々なデータをリアルタイムに収集，分析して，
意味ある情報に変換し，社会，産業界の更なる変革を促
すシステム化が加速すると想定される．その一つとし
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て，物理空間をサイバー空間に再現するディジタルツイ
ン（ディジタルの双子）を用い，現場の実データにより，
PDCAを回して，経営，研究・開発などの様々なプロセス
を継続的に最適化していく CPS (Cyber Physical System)
という概念も登場した．今や，様々なシステムに跨り，
ヒト，モノ，価値に関わる様々なデータに着目して，ビ
ジネスモデル，プロセスを変革する新たな時代に突入し
たと言える．
それでは，今回のディジタリゼーションで目指すシス

テム化とはどういうものかについて，産業界を例に紹介
する．過去から築き上げられている企業の各プロセスや
組織，システムは，「モノ中心の視点」，つまり，生産者
側の視点で，対象市場の調査により消費者の求めるモノ
を決定し，開発，製造，販売するのに最適なモデルで作
られた．そして，モノづくりで世界を席巻した日本企業
が，市場競争の中で，能力向上に向け，継続的な改善活
動で，際立った部分最適な組織，システムを作り上げた
のは，言うまでも無い．しかし，国連の 2030年に向け
た具体的行動指針 SDGs（持続可能な開発目標）など，現
在の時代ニーズに対応するには，現在，ディジタリゼー
ションによるシステム化に，学術界も含めて有する様々
な技術，ノウハウなどを総合知として活用し，現場の事
実が把握できるディジタルデータを用いて，こうした社
会，各企業に多く存在する「モノ中心の視点」で作られ
た従来のビジネスプロセスを，「ヒト中心の視点」で，新
たな価値を創出するプロセスへと変革することが必要に
なっている．例えば，大量生産並みの低価格で，消費者
それぞれに製品を提供するシステムである製造業のマス
カスタマイゼーションには，現状の組織，プロセスを再
構築し，消費者視点で，全体最適なビジネスプロセスへ
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と変革するシステム化が必要になる．
こうした「ヒト中心の視点」のビジネスプロセスを実

現するシステム化を考える際に，まず，生産者・消費者
という「ユーザ中心の視点」で，システム化を図り，ビジ
ネスを拡大しているプラットフォーマーと呼ばれる新興
IT企業のビジネスモデル，プロセスを紹介する．過去，
前述の製品事業を営む多くの企業は，事業に必要な人材
を採用し，営業，開発・製造・サービス，人事・総務，
経理・財務などを組織化し，規則，行動規範などを制定
し，ビジネスのコアとなる設備，技術，スキルといった
自社の資産を磨いていく優れたビジネスプロセスを作り
上げた．そして，自らのサプライチェーンを活用して，
生産した自社製品を付随サービスとともに消費者に提供
してきた．しかし，現在，「エコシステム」と呼ばれる
スキームの従来とは全く異なるモデル，プロセスで，プ
ラットフォーマーのビジネスは拡大している．このモデ
ルでは，サイバー空間上に，モノ，サービスに関わる生
産者と消費者相互の情報・価値（モノとカネ）の交換の
場・「プラットフォーム」を構築し，「生産者と消費者」
（ユーザ）のデータを活用しながら，双方にメリットの
ある「エコシステム」（ビジネス生態系）を作り上げて
いる．そして，プラットフォーム上で，そうしたユーザ
同士をマッチングさせ，製品・サービスの提供，評価の
フィードバックといったインタラクションの中に，ユー
ザとのリレーション強化とプロセス含めた品質向上の仕
組み等，を組み込みながら，「エコシステム」自体が，一
つの企業システムとも考えられる新たなビジネスモデル
を作り上げ，ビジネスの拡大を実現している．こうした
プラットフォーマーにとってのビジネスのコアとなる資
産は，「ユーザ」，資源は，ユーザ「データ」となってい
る．そして，自社が有する（業務）機能は，各ユーザへの
サービスと行動規範を生むインセンティブや品質向上に
向けたキュレーションなどの仕組み作り，各種機能の自
動化，最適化に向けたアルゴリズム開発など，データド
リブン型の経営モデルの新たなスキームによるユーザ管
理やガバナンスを実現するシステム開発と運用である．
まさに，ディジタル時代の典型的なビジネスモデルと考
えられるが，ここから見えてくる「ヒト中心の時代」の
システム化について，以下に紹介する．
「ヒト中心の時代」に求められる新たな価値は，「モ

ノの所有」よりも，「サービスの利用」，さらには，「価値
の体験」という，それぞれのヒトへの “（サクセス）ス
トーリを含む「コトの提供」”と言われている．そのた
めには，それぞれのサービスを，各場面，各状況に応じ
て適切に，全体としても，ムリ・ムラ・ムダの無いサー
ビスとして提供することが求められる．上記のプラット
フォーマーのアプローチを参考にすれば，現場，現実を
映し出すデータを活用し，各サービスを連携，統合でき

る「プラットフォーム」（協調領域としての場）とその
上に全ての関係するユーザ視点でのWin-Winモデルを
実現する価値・情報交換の仕組みやインタラクションを
活性化し，価値・情報の質を高める機能を有する「ヒト
を活かすエコシステム」の実現が必要となる．つまり，
現在，日本の Society 5.0・人間中心社会や各企業の DX
の実現に向けたディジタリゼーションが目指しているの
は，ユーザの一人ひとりに，現場の実データを用いて，
価値の高いサービスを提供しながら，新たな社会や企業
の価値を創出する「ヒトを活かすエコシステム」の実現
と考えるべきではないだろうか．
しかし，多くの企業のこうした経営改革を目指す DX

への取り組みが，順調には進んでいるとは言えない．以
下に，課題を整理する．実現に向けて，まず，経営トッ
プが，環境の変化を認識し，従来に捉われずに，将来の
自社の姿・ビジョンを描き，顧客，従業員他，関係者を
含めた「ヒトの視点」をもって，この経営モデルを刷新
する取り組みに参画し，コミットメントをすることが不
可欠になる．これが，一つめの課題になる．次に，この
ような新たなビジネスモデルの実現に必要な技術・スキ
ル・ノウハウは，従来の企業が単独で所有することは，
難しい．そのため，多様な社内外の関係者とのオープン
イノベーションのスキームで，変化への適応，品質向上
にも考慮した PDCAサイクルを組み込んだプロセスへ
と変革することが求められる．こうした自社に閉じない
プロセスのデザインが，二つめの課題となる．また，こ
うした社内外の関係者と推進する開発プロジェクトは，
過去，各企業が，顧客サービス向上，業務コスト削減を
目的として取り組んだ，社内の業務改革（BPR）の多く
のシステムの開発プロジェクトが，頓挫したことを考え
ると，さらに難易度が高い．このプロジェクト推進が，
三つめの課題である．最後に，エコシステムは，プラッ
トフォーム上に，モジュール化されたサービス群と各種
データと予測，自動化などのアルゴリズムにより，「デー
タドリブン」のモデルとしてシステム化されるべきであ
り，最先端のディジタル技術を活用し，サービスを創造，
変革できる専門人材に加え，AI，制御，数値最適，デー
タサイエンス，セキュリティといったディジタル技術を
もつ人材，さらには，そういう技術をジェネラルに理解
し，システムを設計し，取り纏めリーダとなるシステム
人材が必要となる．そうした人材確保と育成が，四つめ
の課題である．
そして，最後に，日本の現状と解決すべき最大の課題

を紹介しておく．過去，日本のモノづくりは，現場で考
える人材を育成し，その強みを活かすことで，世界を席
巻した．そこで確立された文化，組織，ルールなどが，各
企業の社内外に，既存ビジネスの中核に厳然として存在
し，現在，変革が求められているにも関わらず，これが，
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障壁となっている．例えば，信頼のつくり込みは，規則
を制定し，遵守を義務づけ，責任範囲を明確にしたが，
結果として，変革に必要なチャレンジ，複合的，横断的
発想を難しくしている．また，家族的な経営は，チーム
ワーク重視，リスク回避，同質化といった特有の文化を
作り上げ，破壊的創造には不向きな状況を生み出した．
実際，日本の「立派」な企業ほど変革期への適応が難し
く，多くは社内外の壁を打破できずに苦しんでいるよう
に見える．日本のこうした現況を打破するには，まず，
今後の社会，経済などの変化など，全体を俯瞰するシス
テム視点を産・官・学含めた，日本のリーダ層がもつこ
とが必要である．そして，産官学連携のもとに，各社，
各業界のリーダが，過去から培ってきた個々の強みを総

合知，総合力に変え，日本が得意とする継続的革新を起
こすビジネスモデル，プロセスを有する「ヒトを活かす
エコステム」の実現に向けたディジタリゼーション，シ
ステム化を率先垂範することが求められている．
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